
 

「自主・実践・友愛」 

「１年生の教室、とってもきれいでしたよ」 
5/29（水）に来校された学力向上サポーターの 
越中先生が授業を巡回された際の感想です。体育の授
業だったクラスの教室がとてもきれいに整理整頓され
ていたそうです。みなさんには「場を整える」ことを
求めています。クラスのみんなが意識して「整える」
ことが出来ている一場面でした。素晴らしいです。 

 

気持ちを伝えるあいさつ 
毎朝、玄関先で迎えている教師と互いに 

あいさつを交わす際、気持ちの通じるあいさつをしてくれる生徒が多くなってきました。 

野々市市では青少年の健全育成や地域の連帯感の醸成、市民の実践力の向上を目指して

「愛と和 ののいち５万人あいさつ運動」を展開していまます。それに呼応するように、本

校でも生徒や保護者の方々によるあいさつ運動、また、地域の保護司の方々が週２日、玄関

先でのあいさつ運動を行ってくださっております。新年度を迎えた４月当初は、「おはよう」

「おはようございます」の声掛けに反応してくれる生徒が少なかったのですが、２か月ほど

が経った今、多くの生徒があいさつを交わしてくれるようになりました。そのあいさつは 

「目を合わせてあいさつをする生徒」「軽く会釈をする生徒」「さわやかな声であいさつをす

る生徒」「自らあいさつをする生徒」「軽く立ち止まってお辞儀をしてあいさつをする生徒」

などあいさつの仕方は様々ですが、とても気持ちの良い一場面です。「あいさつの仕方はこ

うあるべきだ」というものはなく、気持ちを伝えることが大切であり、その伝え方は人それ

ぞれでよいのです。ただ、生徒同士のあいさつがあまり見られないのは残念です。同じ学校

で、同じ学年で、同じ学級で生活する仲間ですから、互いのコミュニケーションの始まりと

しても「おはよう」のひと言が増えることを願っています。 

生徒総会 

 今年度前期の生徒会活動について、子供たちが 

主体となって議論を交わす生徒総会が行われまし 

た。各学級での討議を経て総会の場で質問する推 

進委員。その質問を受けて回答する生徒会執行部 

の面々。目を瞑って聞いていると中学生とは思え 

ない理路整然としたやり取りでした。また、総会 

の場に集まった全校生徒は、とても集中してその 

やり取りに耳を傾けていました。自分たちが毎日 

の生活を送る野々市中学校を、さらにより良くし 

ようとする主体的な気持ちの体現がとても素晴らしかったです。 
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